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校
長
あ
い
さ
つ

◆
豊
田
工
業
高
等
専
門
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　

校
長 

髙
井 

吉
明

　

豊
田
市
、
地
域

企
業
の
皆
様
の
ご

尽
力
に
よ
り
、
晴

れ
て
本
プ
ロ
グ
ラ

ム
第
二
期
生
の
開
講
式
を
迎
え
る
事
が
で

き
ま
し
た
。
企
業
技
術
者
の
皆
様
、
専
攻

科
一
年
生
の
学
生
を
迎
え
、
こ
の
よ
う
に

開
講
式
を
挙
行
出
来
る
こ
と
を
大
変
喜
ん

で
お
り
ま
す
。

　

豊
田
市
は
、
も
の
づ
く
り
の
中
心
と
言

え
る
土
地
柄
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
域

で
企
業
技
術
者
の
方
と
学
生
が
協
力
し
、

ゼ
ロ
か
ら
自
分
た
ち
で
考
え
て
取
り
組
む

と
い
う
教
育
は
、
非
常
に
良
い
体
験
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
一
年
目
を
終
え
た
第
一

期
生
に
対
し
て
も
企
業
の
皆
様
か
ら
高
い

評
価
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
試
行

錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

最
後
ま
で
成
し
遂
げ
、
も
の
づ
く
り
の
喜

び
を
感
じ
て
頂
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

開講挨拶を行う髙井校長

　

平
成
23
年
度
「
も
の
づ
く
り
一
気
通
観

エ
ン
ジ
ニ
ア
の
養
成
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
第
二

期
生
の
開
講
式
が
4
月
13
日
、
豊
田
工
業

高
等
専
門
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
講

式
に
は
、
企
業
派
遣
受
講
生
11
人
、
専
攻

科
受
講
生
20
人
を
は
じ
め
、
派
遣
元
企
業

責
任
者
、
連
携
自
治
体
の
豊
田
市
関
係
者
、

豊
田
工
業
高
等
専
門
学
校
教
職
員
な
ど
約

80
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

髙
井
吉
明
校
長
と
豊
田
市
産
業
部
の
鈴

木
辰
吉
部
長
が
、
開
講
の
挨
拶
の
中
で
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
第
二
期
生
へ
の
期
待
を
込
め

た
激
励
の
言
葉
を
贈
り
、
株
式
会
社
ア
イ

サ
ク
の
須
藤
昭
一
代
表
取
締
役
が
来
賓
挨

拶
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
受
講
生
を
代

表
し
、
専
攻
科
学
生
の
永
柄
雄
己
さ
ん
、

新
明
工
業
株
式
会
社
の
麻
生
優
弥
さ
ん
が

決
意
表
明
を
行
い
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
受
講
へ

の
決
意
を
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

※豊田市の花「向日葵」

　

来
賓
あ
い
さ
つ

◆
豊
田
市
産
業
部　

部
長 

鈴
木 

辰
吉

　

本
日
、
こ
こ
に
「
も
の
づ
く
り
一
気
通

観
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
養
成
」
第
二
期
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
が

開
講
さ
れ

る
こ
と
を

心
よ
り
お

喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

先
の
震

災
に
よ
る

原
発
事
故

が
、
日
本
の
も
の
づ
く
り
の
信
頼
を
大
き

く
揺
る
が
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
が
一
刻
も
早
く
信

頼
回
復
の
為
の
戦
士
に
な
っ
て
頂
け
ま
す

よ
う
、
心
か
ら
祈
念
を
申
し
上
げ
ま
す
。

激励の言葉を贈る鈴木部長

◆
株
式
会
社
ア
イ
サ
ク

　
　
　
　
　
　

 

代
表
取
締
役 

須
藤 

昭
一

  

「
も
の
づ
く
り
一
気
通
観
エ
ン
ジ
ニ
ア
の

養
成
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
第
二
期
の
開
講
を
心

よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ど
う
か
充

分
楽
し
み
な
が
ら
、
二
年
間
し
っ
か
り
と

頑
張
っ
て
下
さ
い
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
さ
れ
る
み
な

さ
ん
が
、
自
分
や
自
社
の
強
み
を
生
か
し
、

自
分
で
考
え
て
行
動
で
き
る
新
た
な
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
主
導
者
と
し
て
成
長
さ
れ

る
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

「
も
の
づ
く
り
一
気
通
観
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
養
成
」

  

第
二
期
生
開
講
式  

受
講
生
31
人
が
決
意
新
た
に　



　

中
間
発
表
会
終
了
後
、
地
域
再
生
人
材

創
出
拠
点
の
形
成
事
業
及
び
豊
田
市
も
の

づ
く
り
人
材
育
成
事
業
に
か
か
わ
る
特
別

講
演
会
が
行
わ
れ
、「
も
の
づ
く
り
一
気

通
観
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
養
成
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
受
講
生
、
派
遣
企
業
関
係
者
、
豊
田
高

専
教
職
員
な
ど
約
１
８
０
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

講
演
は
Ｈ
Ｙ
人
財
育
成
研
究
所
所
長
の

肌
附
安
明
氏

を
講
師
に
迎

え
、「
自
動

車
産
業
か
ら

の
脱
却
と
今

後
挑
戦
す
べ

き
成
長
新
産

業
」
と
題
し

て
行
い
ま
し

た
。

　

肌
附
氏
は
自
動
車
産
業
の
現
在
の
状
況

と
今
後
の
動
向
を
踏
ま
え
た
上
で
、
国
内

の
自
動
車
産
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境

を
解
説
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
企
業
が

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
見
い
だ
せ
る
新
技

術
・
新
産
業
分
野
の
具
体
例
を
紹
介
し
、

そ
れ
ら
へ
の
参
入
が
企
業
の
生
き
残
り
を

左
右
す
る
こ
と
を
強
調
。
参
加
者
は
、
肌

附
氏
の
示
唆
に
富
ん
だ
講
演
に
最
後
ま
で

じ
っ
く
り
と
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

技
術
者
マ
イ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー

肌附安明氏による講演
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第
一
期
生 

実
践
課
題
研
究
「
中
間
発
表
会
」・

　
　
　
　

 

「
技
術
者
マ
イ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

　

第
一
期
生
に
よ
る
「
も
の
づ
く
り
一
気

通
観
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
養
成
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
中
間
発
表
会
が
平
成
23
年
3
月
2
日
、

豊
田
工
業
高
等
専
門
学
校
図
書
館
多
目
的

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
間
発
表
会

に
は
、
派
遣
元
企
業
責
任
者
、
連
携
自
治

体
の
豊
田
市
関
係
者
、
豊
田
工
業
高
等
専

門
学
校
教
職
員
な
ど
約
80
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

実
践
課
題
研
究
テ
ー
マ
「
レ
ゴ
ブ
ロ
ッ

ク
を
使
っ
た
Ｆ
１
カ
ー
の
製
作
」
に
つ
い

て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
受
講
生
で
構
成
さ
れ
た

各
グ
ル
ー
プ
が
発
表
を
行
い
、
グ
ル
ー
プ

内
で
の
役
割
分
担
、
進
行
状
況
、
課
題
と

改
善
に
至
っ
た
プ
ロ
セ
ス
を
紹
介
し
ま
し

た
。
ま
た
、

本
年
度
の

取
り
組
み

を
振
り
返

り
、
来
年

度
の
目
標

や
抱
負
に

つ
い
て
も

力
強
く
述

べ
ま
し
た
。

第
一
期
生 

中
間
発
表
会

発表を行う受講生

　

発
表
後

に
は
、
出

席
者
と
の

活
発
な
質

疑
応
答
、

意
見
交
換

等
が
行
わ

れ
、
二
年

目
を
迎
え

る
本
養
成

プ
ロ
グ
ラ

ム
を
さ
ら
に
進
展
・
拡
充
さ
せ
て
い
く
た

め
の
気
付
き
を
深
め
る
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
講
演
と
し
て
独
立
行
政
法

人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
理
事
の
五
十

嵐
一
男
氏
が
講
師
を
務
め
、「
産
学
官
連
携

に
よ
る
実

践
的
技
術

者
教
育
」

と
題
し
て

各
高
専
の

取
り
組
み

事
例
な
ど

を
交
え
た

講
演
が
行

わ
れ
ま
し

た
。

受講生と出席者による質疑応答

五十嵐一男氏による講演

第
二
期
生 

決
意
表
明

◆
専
攻
科
生
代
表　

　
　

     

永
柄 

雄
己

　

他
学
科
の
学
生
、

企
業
技
術
者
の
方
々

と
共
に
取
り
組
む
と
い
う
貴
重
な
経
験
が

で
き
る
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
を
大
変

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
の
度
の
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
様
々
な
産
業
が
多
大
な
る
被

害
を
受
け
た
厳
し
い
現
況
の
中
、
今
後
の

も
の
づ
く
り
技
術
を
自
ら
が
支
え
発
展
さ

せ
て
い
く
と
い
う
大
き
な
目
標
を
心
に
秘

め
、
も
の
づ
く
り
に
対
す
る
様
々
な
知
識

や
技
術
を
身
に
つ
け
た
技
術
者
を
目
指
し

て
、
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

◆
企
業
技
術
者
代
表

　
　
　

  

麻
生 

優
弥

　

近
年
稀
に
み
る
経

済
不
況
が
続
い
て
お

り
、
少
し
上
向
き
か
け
た
か
の
よ
う
に
感

じ
ら
れ
た
矢
先
に
先
日
の
東
日
本
大
震
災

が
起
こ
り
ま
し
た
。
日
本
全
土
で
大
打
撃

を
受
け
た
社
会
情
勢
の
中
、
日
本
の
経
済

復
興
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
技
術
者
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
設
計
か
ら

生
産
ま
で
を
一
気
通
観
で
き
る
技
術
者
に

な
れ
る
よ
う
、
皆
様
方
と
共
に
切
磋
琢
磨

し
、
努
力
す
る
こ
と
を
決
意
致
し
ま
す
。


